
どう変わる2020教育改革
と勉強の仕方



1.中学生の学びはどう変わる？



学習指導要領改訂のスケジュール-

中1は中3に
なったとき
に英語の負
担増！

中学校で覚える単語数
1200語 → 1600～1800語



英語は単語数が増、英語の授
業は原則オールイングリッ
シュに。

1.中学生の学びはどう変わる？



その他教科でも高校内容が一
部中学校に下りてくる。

（数学の「四分位範囲」「箱ひげ図」など）

1.中学生の学びはどう変わる？



教室での学びと現実社会を近づける
のが新学習指導要領の狙い

⇒公立高校入試問題でも大きな変化が

1.中学生の学びはどう変わる？



2.入試の変化



2019年度公立高校入試「鳥取県」



各都道府県の入試問題より読み解く、今の入試のトレンド

2019年度大分県公立高校入試問題：数学

長文の問題を読み
（読解力）

条件を整理し、
（思考力）

「文字式」
「関数」
「三平方の定理」
を使う
（知識・技能）

数学を実生活で生かせるように…現実にリンクさせると文章量が大幅UP！

数学



各都道府県の入試問題より読み解く、今の入試のトレンド

2019年度茨城県公立高校入試問題理科

新学習指導要領では、教科横断的に
「防災」を学ぶ
（中学校 社会・理科・保健体育）

環境問題は今後の必須事項。教科の垣根はどんどん低くなる。

理科 2019年度福井県公立高校入試問題



各都道府県の入試問題より読み解く、今の入試のトレンド

2019年度大分県公立高校入試問題社会

グラフの理解＋基本的用語の理解 が必要

様々なグラフ・資料を読み解き、そこから結論を導き出す。

社会 2019年度宮崎県公立高校入試問題

読解力＋仮説構築力 が必要



2.入試の変化

数学を実生活で生かせるよ
うに…現実にリンクさせる
と文章量が大幅UP！

環境問題は今後の必須事
項。教科の垣根はどんど
ん低くなる。

様々なグラフ・資料を読
み解き、そこから結論を
導き出す。

基礎知識＋読解力が土台！



3.「知」の変化と学習の仕方



最近、「暗記が苦手です」という生徒の声をよく聞きます。。。

「覚える量が多くてやる気にならない」

「覚えてもすぐ忘れる」

「そもそも、覚え方が分からない」

昔から共通の悩みだが、今は特に多いのはなぜ？



「知」の変化

「記憶してあること」の意義が薄れる

知識C

知識B

知識A

知識を詰め込めば、
物知りで高学歴

知識はインターネットで
簡単に入手できる
さらに複製も簡単



だが、すべての学習の基本は
「知っていること」に変わり
はない。

3.「知」の変化と学習の仕方



学習の仕方 今一度、「知っていること」の重要性を考える

「覚える量が多くてやる気にならない」

「覚えてもすぐ忘れる」

「そもそも、覚え方が分からない」

覚えようとしている我が子を見守るだけでも効果はある。

出来れば覚えたかどうかのチェック・覚えた個所の管理の支援を！

⇒分散の法則 一日に覚える量は少なく、日数は多く

⇒反復の法則 1週間に3回触れる。特に英単語！

⇒理解の法則 原理を理解していないものは、覚えられない



具体的には、やはり一問一答は重要です

学校でも「覚えること」の確認まではやってくれない。

塾と保護者の連携が必要！



令和の時代には、答えのない問題が
続出する。
が、「知」がなければそもそも問題
と取り組めない。
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4.英検の受験時期と目標級



中学生の英語力と勉強開始の目安

英検3級

都道府県名 割 合

1 福井県 61.2％

2 徳島県 52.3％

3 千葉県 52.3％

4 東京都 51.3％

5 石川県 50.0％

鳥取県 37.1％

英検3級相当以上の中3生の割合 「英語教育実施状況調査2018」より

全国平均 42.6％（目標は50％）

中学2年生諸君！
英検3級は定期テスト70点程度の実力なら
1か月程度の準備で合格は十分狙える！

中2の1月・中3の6月・10月に向けて準備を



ご清聴、ありがとうござい
ました。

お問い合わせは

0857-26-2193

様々な学習相談を受け付けております。

お気軽にお電話を♪


